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【要 約】

本研究では,初心者1名を対象として一定期間けのび動作を練習させ,その前後の動きや感覚への

気づきの変化をVTR画像による動作解析と質問紙による追跡調査によって,そのMatchingの度合い

を明らかにすることを目的とした。その結果,練習によってけのび動作の到達距離は増加し,リリー

ス時の重心移動速度も大きくなった。しかし,重心の投射角度は水面に対し,下向きで減少したが,

熟練者は上向きであった。一方,動きや感覚への気づきは,練習前は意識できていなかったのが,練

習後はほぼ意識できるようになった。しかし,感覚への気づきは難しいようであった。このことから,

練習によって動作は,初歩的な段階を通過したと考えられるが,動作に安定性のみられる熟練者と比

較すると,本被験者は習熟段階までには到達していなかった。また「気づき」のレベルには質的な相

違が存在することが考えられた。
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1.研 究 目 的

体育・スポーツの指導において指導者は,学習者が

「できる」ようになるのと同時に,「わかる」内容や方

法を用意するべきである。また,学習者がどのように

動きや運動の構造を理解し,技術を向上させていくか

を明らかにしていく必要がある。すなわち,動作の学

習の場合,頭でわかっていてもいざやってみるとまっ

たくできないというように,「わかる」ことが必ずしも

「できる」ことに結びつかない(天野, 1987)。

歩,走,跳,投,捕動作などの陸上運動では,動き

や運動の構造を理解するために発達様相が明らかにさ

れている(深代ほか, 1982 ; 金ほか1988 ; 加藤ほか,

1997 ; 中村ほか, 1989)。同様に,水中運動では,児童

のクロール泳(合屋, 1992, 1999)および平泳ぎ(合

屋, 1996)の発達様相のパターンの分類が行われてい

る。その結果,陸上運動では身体特性や機能との関連

が強いが,泳動作については,特別な働きかけがなさ

れた時のみに,パフォーマンスは向上することがわ

かってきている。一方,星野(1982)は,走動作への

気づきについて質問紙法を用いて調査を行った結果。

「動きへの気づき」は「感覚への気づき」より認識し

やすいと指摘している。また合屋(1997)は,授業形

態の違いによって各泳法による動作認識の差について

検討した結果,各泳法とも推進力を得る手・足の動き

については意識の集中が高まるが,体幹への気づきは

-

難しいことを明らかにしてきた。しかし,泳動作に対

するこの様な認識の度合いと実際の泳ぎそのものとの

Matchingがどのような様相を呈しているのかは,ほ

とんどわかっていない。また水泳の初心者から中,上

級者に至るまでの動作の変化とそれに対する認識の変

化についても,ほとんど言及されていない。

そこで本研究では,初心者1名に水中での基本姿勢

であるけのび動作を一定期間練習させ,その前後の動

きや感覚への気づきの変化をVTR画像による動作解

析と質問紙による追跡調査によって,習熟過程におけ

るそれらのMatchingの度合いを縦断的に明らかにす

ることを目的とした。

2.研 究 方 法

被験者は,初心者として競技歴のない大学水泳部員

女子1名(身長158.Om,体重54.5kg)であった。

練習は,週3回(1日2時間)を5週間行った。練

習内容は表1.に示した。言語教示方法は,村川ら

(1987)の感覚的言語を参考に行った。実験は,練習

前,中,後の3回実施した。試技は,十分にウォーミ

ングアップを行わせた後,全力でけのび動作を行わせ

た。VTR 画像は, NAC社製HSV-400 (200f.p.s)

により,被験者の左側方の動作を撮影し, Wolfram

Research社製Mathematica 2.2.2を用いて解析した。

デジタイズは,ビデオ撮影時にあらかじめ付けておい

た身体各部のリフアレンスマーク(頭頂点,耳珠点,

15-



合屋十四秋・杉浦加枝子

手指先点,手関節中心,肘関節中点,肩峰点,つま先

点,足関節中心,膝関節中点の9点)を50f.p.sで行っ

た。けのび動作は,爪先が底面から離れる時(以降リ

リース時)から1.0秒まで分析した。分析項目は,重心

移動軌跡,重心移動速度,重心の投射角度,腰および

膝関節角度であった。

認識をとらえるための質問紙は,高橋ら(1984),合

屋(1997)による4泳法の泳法別自己診断項目を参考

にし,下記の6項目を作成した。

1.上体と腰が安定しているか。

2.腰と首の力が抜けているか。

3.腰が,落ちたり出たりしていないか。

4.膝が曲がっていないか。

5.顎が出ていないか。

6.肩で耳を挟むようにしているか。

質問紙の各項目に対して被験者には,「5:はい」,

「4:いいえ」,「3:どちらともいえない」,「2:意

識したことがない」,「1:質問の意味がわからない」

のいずれかで解答させた。 5. 4.は「自分の動作や

感覚をはっきりと認識している」とし, 3. 2. 1は

「認識していない」と解釈した。これは,動作が実際

にできているかに関わらず,動作を認識しているかど

うかという観点から,被験者の主観の変容を調査した。

表1.練習内容

3.結 果

3.1 パフォーマンスの変化

リリース時から立つまでのけのび動作の到達距離

は,練習前が5.7m,練習後が8.0mと大きくなった。

熟練者のけのび動作の到達距離は10.1mであった。

3。2 重心移動軌跡の変化

図1. 2. 3に,練習前後,熟練者のリリース時か

ら1.0秒までの重心移動軌跡を示した。 トレース図は,

それぞれリリース時,リリース時から0.5秒後, 1.0秒

後の姿勢を示た。重心移動軌跡の投射角度は,水面と

リリースから0.5秒地点のなす角度とした。投射角度

は,練習前が下向きに10.7度,練習後が同方向に6.2度

であった｡しかし熟練者の投射角度は上向きに3.7度で

あった。

移動距離

図1.練習前の重心移動軌跡

移動距離

図2.練習後の重心移動軌跡

移動距離

図3.熟練者の重心移動軌跡

図4.重心移動速度の変化

3.2 重心移動速度の変化

図4.に,リリース時から1.0秒後までの重心移動速

度を示した。リリース時は練習前が2.32 m/sec,練習後

が2.68 m/sec であった。 1.0秒後は練習前が1.40m/

-16-



習熟過程におけるけのび動作とその認識の縦断的研究

sec,練習後が1.60 m/secであった。熟練者は,リリー

ス時が2.90m/sec, 1.0秒後が1.90 m/secであった。

3。3 腰関節角度・膝関節角度の変化

腰関節角度は眉峰点,大転子点,膝関節中点のなす

角度とし,膝関節角度は大転子点,膝関節中点,足関

節中点のなす角度とした。 0.5秒後の腰関節角度は,練

習前が170.5度,練習後が172.1度であった。また,膝

関節角度は,練習前が165.5度,練習後が176.5度であっ

た｡熟練者は,腰関節角度が175.4度,膝関節角度が178.

9度であった。

3。4 質問紙による認識の変化

図5.に,質問紙の各項目に対する練習前後の回答

を示した。練習前では全ての項目において「2.意識

したことがない」と回答していたが,練習後では, (2)

の「腰と首の力が抜けているか」に対して「4.いい

え」と回答た以外は,全ての項目において「5.はい」

と回答していた。

図5.質問紙に対する回答の変容

4.考 察

4.1 けのび動作の変化について

けのび動作終了時の到達距離は,練習前の5.7mから

練習後の8.0mと2.3m増加した。投射角度は,下向き

に10.7度から6.2度と4.5度小さくなった。従って,練

習後は練習前に比べてストリームライン姿勢に近づ

き,水面とほぼ平行に移動できるようになった。しか

し熟練者と比較してみると,到達距離は,熟練者が10.

1mと本被験者の練習後に比べ2.1m大きく,投射角度

は方向が全く異なっていた。すなわち,本被験者の投

射角度は,練習前と練習後もプールの底に向かう下方

であったのに対して,熟練者は水面に向かう上方で

あった。これは,動作の改善は練習によってなされた

ものの,より高度のレベルに達するには,より多くの

試行錯誤と動作の洗練化が必要であると考えられた。

また,熟練者は,けのび動作を水面への浮き上がりか

ら泳ぎへのストローク局面へとつなぐ一連の動作とし

て学習していることが推察され,結果として重心の投

射角度が上向きであったと思われる。

-

一方,リリース時の重心の移動速度は,練習によっ

て0.36 m/sec増大したが,その値は熟練者に比べ0.22

m/sec小さかった。土居ら(1985)の報告によれば,

熟練者は壁に対して力を発揮し始めるまでに上体を水

平に保ち,あごをひいて両腕で耳をはさみつける,い

わゆるstreamlined position であったのに対し,未熟

練者は,顎が上り,両腕による頭のはさみつけも十分

ではなく,そのため結果的に前面抵抗が大きくなった

と指摘している。本研究の初心者もほぼ同様の傾向が

みられた。従って,より上手なけのび動作を習得する

ためには,熟練者のように壁をけり出す前により抵抗

の少ないstreamlined position を保持することが重要

となる。故に,指導者は壁を蹴った後の動作のみでは

なく,壁に対して力を発揮し始める前までの動作にも

十分に注目する必要性がある。

4。2 動作認識の変化について

質問紙の結果から練習前では,すべての項目におい

て「2.意識したことがない」と回答していた。これ

は,「気づき」めレベルが「できていない」か「わから

ない」という認識の変化の表れだと考えられる。しか

し,練習後では「5.はい」が65%,「4.いいえ」が

30%弱であった。従って練習によって全体的にはけの

び動作に対する認識が高まったといえる。しかし,練

習後の質問項目「2.腰・首の力が抜けているか」に

ついては,他の項目では「5.はい」と回答している

のに対し「4.いいえ」と回答していた。これは「力

が抜けているか」という「感覚的な気づき」に対する

認識が他の「動き」に対する認識より困難なためだと

示唆された。これは走動作では「動きへの気づき」よ

り「感覚への気づき」の方が難しいという報告(星野,

1982)や,水中運動では「腕や足は比較的容易に認識

することができるが,体幹への気づきは難しい」とい

う結果(合屋, 1997)からも理解できよう。故に「気

づき」のレベルには質的な相違が存在するように思わ

れる。

4。3 けのび動作と動作認識について

マイネル(1981)は,新しい運動を習得するとき,

粗協調,精協調,最高精協調の3つの位相を発展段階

として通過すると報告している。また海野ら(1984)

は,「コトバ」を用いた水泳の初心者指導を技能習熟と

技術認識の両面からアプローチした結果,体育教師の

目指されるタイプは「できて,わかる」ことであると

指摘した。体育学習においては,よい動きが「できる」

だけでは十分でなく,意識性,意図性の認識としての

「わかる」が必要であるが,技能習得の過程では意識

面での理解と,動作そのものの合理性が必ずしも一致

していないことも報告されている(天野, 1987)。一方,

生理学的側面から,猪飼(1966)は,受容器と生体の
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奏効器の働きかたが異なるために,イメージと運動の

ズレが生じるのだと指摘している。大築(1998)は予

測やタイミングはスポーツ動作においてより重要な意

味を持つとしている。すなわち,目標となる動作に対

して,どの身体部位を使い,どれだけの力と時間を用

いて動作を行うかが重要なのである(合屋, 1999)。ま

た認知心理学の立場から伊藤(1989)は,「わかってい

るのにできない」のは再スキーマが確立していないか,

スキーマの精度が低いために状況に適した反応明細が

選択されなかったためだとしている。しかし,実際の

様々な動作がどのような処理過程でどのように組み合

わされ,適切に出力調整をしていくのかは未だ明確に

なっていない。

本研究では,水泳運動の基本である「けのび動作」

について,それらの認識と動作のMatchingの度合い

について焦点をあててみた。その結果,けのび動作は

練習前よりstreamlined position へ近づき,質問紙の

回答内容は,練習前ではほとんどの項目で認識の度合

いが低かったのに対して,練習後は全体的にそれらの

認識が高まった。また, streamlined position の腰関

節角度は練習前が170.2度であったのに対して練習後

は172.1度,膝関節角度は練習前が165.5度,練習後が

176.5度とよりstreamlined positionへ近づいた。し

かし熟練者の腰関節角度が175.4度,膝関節角度が178.

9度と比べると低い値であった。これらの結果から,本

被験者のけのび動作は,練習前の初歩的な段階に比べ,

動作および認識に高まりがみられたが,練習後でも安

定性のみられる習熟段階までは達しておらず,イメー

ジと運動にズレのある,いわゆる「できる気がする」

(金子, 1988)段階に位置すると考えられた。

5.ま と め

本研究では,初心者1名を対象として一定期間けの

び動作を練習させ,その前後に動きや感覚への気づき

の変化をVTR画像による動作解析と質問紙による追

跡調査によって,そのMatchingの度合いを明らかに

することを目的とした。

結果は,以下のようにまとめることができた。

1。けのび動作の到達距離は5.7mから8.0mへと大き

くなり,リリース時の重心移動速度も2.32 m/sec

から2.68 m/secと大きくなった。しかし,重心の

移動軌跡は練習前より水面に対して平行になった

が,熟練者とは方向が逆であり,その段階までに

は達していなかった。

2.指導者は,より上手なけのび動作を習得させるた

めに,壁を蹴った後の動作のみではなく,壁に対

して力を発揮し始める前までの動作にも十分に注

目する必要性がある。

3.動作認識は,質問紙の結果から練習前では全く認

識できていなかったのが,練習によって全体的に

認識できるようになったといえる。しかし,「動き」

に対する認識は比較的容易に捉えているが,「感覚

的気づき」に対する認識は難しいようであった。

4.練習によって技能習得の初歩段階から,ある一定

レベルの段階までに達したが,この段階は動作に

安定性のみられる熟練者と比較すると,習熟段階

まで至っておらず,「できる気がする」レベルだと

考えられた。
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